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岩手沿岸南部広域環境組合監査委員事務局処務規程 

 

平成１８年 ６月 １日 監査委員告示第２号  

改正 平成２６年 ４月 １日   監委告示第１号  

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、岩手沿岸南部広域環境組合監査委員条例（平成１８年岩手沿岸

南部広域環境組合条例第１５号。以下「条例」という。）第９条の規定に基づき、監

査委員事務局（以下「事務局」という。）の処務等について、必要な事項を定めるも

のとする。 

 （分掌事務） 

第２条 事務局の分掌事務は、次のとおりとする。 

 ⑴ 文書の収受、発送及び保存に関すること。 

 ⑵ 公印の管理に関すること。 

 ⑶ 予算及び管理に関すること。 

 ⑷ 監査等に必要な諸調査に関すること。 

 ⑸ 監査等に関する結果の報告、通知、公表及び意見の提出に関すること。 

 ⑹ その他監査委員に関すること。 

 （職員の職務） 

第３条 事務局長は、監査委員の命を受け、部下の職員を指揮監督し、事務局の事務

を掌理する。 

２ 書記は、上司の命を受け、事務に従事する。 

３ 事務局長に事故あるときは、上席の書記がその職務を代理する。 

 （決裁） 

第４条 すべての事案の処理は文書により書記、事務局長を経て監査委員の決裁を受

けて行わなければならない。ただし、事務局長の専決事項については、この限りで

ない。 

 （事務の専決及び代決） 

第５条 事務局長の専決できる事項は、次に掲げるとおりとする。 

 ⑴ 岩手沿岸南部広域環境組合事務決裁規程（平成１８年岩手沿岸南部広域環境組



 

２ 

合訓令第２号）第３条第１項に規定する別表第１の事務局次長専決事項第１号か

ら第７号までに関すること。 

２ 前項に規定する専決事項で必要と認められる場合は、監査委員に報告しなければ

ならない。 

３ 第１項に規定する専決事項であっても次の各号に該当する場合は又は特に上司に

おいて事務を承知しておく必要があると認められる場合は、専決することができな

い。 

 ⑴ 異例に属し、又は将来に重要な先例となるもの。 

 ⑵ 疑義があるもの又は協議が整わないもの。 

 ⑶ 前各号のほか、事案が重要であって上司の決裁を得る必要があると認められる

もの。 

４ 第１項に定めるもののほか、代表監査委員の職務のうち庶務に関する事項につい

ては、代表監査委員が不在のとき事務局長が代決することができる。 

５ 専決、代決の処理については、管理者の事務部局の例による。 

 （公印） 

第６条 公印の種類、寸法、書体及び使用区分は、別表のとおりとし、その取扱いに

ついては管理者の事務部局の公印の取扱いの例による。 

２ 公印の保管者は、事務局長とする。 

 （文書の取扱い等） 

第７条 事務処理及び文書の取扱いついては、管理者の事務部局の事務処理及び文書

取り扱いの例による。 

 （補則） 

第８条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は監査委員が別に定める。 

   附 則 

 この規程は、平成１８年６月１日から施行する。 

   附 則（平成２６年４月１日監委告示第１号） 

 この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 


